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南米パラグアイ東部地域の酪 情況(1 ) 

尾台昌治キ

はじめに

「パラグアイがどこに在るかご存知ですか?Jと

開いてもアフリカ，中米などと答え，正確に答える人

は少ない。咋年のワーノレドカップの決勝トーナメント

で日本と戦ったことによって始めて南米の真ヰ:で

ブラジルとアルゼンチンに挟まれた田と知った人が

多いのではないか。

しかし，意外にも日本との関わりは深く，戦後，

昭和 35年頃からお系移住が始まり 800家族， 7，000 

余人が移住し，密林を開墾して大豆や小麦などを栽培

し，農業や商業で大活騒をしている。特に娼作物の

栽培に不刺ita栽楕法を導入して安定した収穫を得る

技術を確立し，勤勉なことなどから日本人に対する

評価は恨めて高く，尊敬されている。

このような中で JICAによる発展途上国技術支援

事業，パラグアイ共和屈における

という課題でシニアーボランティアとして参加す

を得た。パラグアイにおける鮪躍がどのよう

な情況の中で行われ，その規模がどのくらし、かも皆

目見当がつかない中で平成20年 l月から 22年 1sl

まで2年Illj，パラグアイ東部で，アルゼンチンをパ

ラナ河越しに望めるイタブア県オブリガード市を

本部とするドイツ系農協『コロニアス・ウニーダスJ

の酪農技術指導部門に赴任した。日本から遠く離れ

た地球の裏側のパラグアイでどのよう

まれ，どのような際題が在るかを体験の中から

紹介する O

1 酪農の実態

パラグアイは日本から 18，000km離れ，南米のほぼ

中央部に位置しブラジル，アルゼンチン，ボリビア

{こ固まれている。面積は約41万ぬが，日本の1.1倍，

人口は670万人で、平坦な居土を有する農業閣で、スペ

イン語とグアラニ一語を公用語とし，一人当たり自民

所得が年2，400$と貧しい国である。

ヲICAシニアーボランティア (MasaharuOda;) 

|惑 l パラグアイ

パラグアイは高い山や高地がなく，土地は平坦で、

ある。西部は乾燥と塩分を含む水質によって耕作;こ

不適で低水が多く牧斎が感んである。東部は森林

地帯で作物の栽培に適し，IfL原が多い中央地域は大

規模な牧畜が行われ，アルゼンチンに近い地域は大

きくうねった地形で，高い部分は耕地，低地や器:地

は牧畜や鱗農が行われている(罰 1)。

FAOの統言十によると 2007年の牛乳出費量は37.5 

万トン，年間一人当たり 58kgで 113当たり

すると 161gとなる。 間辺国や臼本と比べてはるか

に抵い。そして 2000年の 32.9万トンからあまり増

えていない。パラグアイは匡民所得が少ない上に格

差が大きく，抵所得層，貧臨躍が多く，これらの人々

にとって牛乳や乳製品は高価で簡単に買える食品

となっていないのではないか。単純に年間消費量ーか

ら見て酪!誌にとって貧悶揺が買える安価な牛乳の

供給が求められていることになる。従って，生産者

には乳牛群の能力や自給飼料率の向上を図り，コス

トの削減によって安価で高品賓の牛乳の供給が求

められている。

0369-5247/111¥'500/1論文/JCOPY
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1 パラグアイ東部の気候と農業

パラグアイ西部は亜熱帯性気候に属し，東部はìÆI. ~~i~:

性気候に属する。一般的に 5刃中旬から 11月中旬が

冬期， 11月中旬から 5月中旬が夏期である。

7， 8月頃に時々零度近くまで低下し霜も降りる。逆に

3， 4 fll摂に 40
0

Cを超える日もある。罰金は年IIJ1を

過してし 200mm程度で 4，5 fl， 10， 11 月に多く，

この11判明の荊最が作物の栽培に重要となる。

東部の栽培作物は小麦，大立，ひまわり，菜穂が

多く，ノト麦と大豆の大規模な二期作栽培が一般的で

ある。 JICAによるパラグアイ共和国東部小農協強

化計画プロジェクトの資料によると東部の全農家

319千戸，全農地簡裁は12，168千-haである。

これを農業経営規模別に見ると 20ha以下の小農の

84%，農地面積は15%を保有し， 20~500ha 

の中農はそれぞれ 15%，24%， 500ha 以上の大農は

1%， 62%となっている。平均農地面積でみると小法

6.4ha， r:t農 61.8ha，大 2，338haとなり，経営規模

に非常に大きな差がある。このため小農と大農では

経営形態，施設や所有する機械に大きな違いがある。

大設は多くの住民を艇用し，最新式の大型探兵・機械

を所有し大規模な農業経営念行っている。作物の栽務

は経営規模の大ノトにかかわらず全て不*)1:起栽培法で、

と流うたを|坊ぐとともに有機物の供給を

i'Tっている。

また，この地域のやのロシア系の移住地では綜の

飼育も盛んで、ロシアなどへJl家肉やその加工品が輸出

dれている。

2 パラグアイ東部の酪農

この地域の酪農は農協がclこq*で，

農協の牛乳処理工場に出荷，加工されて飲用牛乳や

ヨーグ、ルトとして全国に市販されている。

指はコロニアス・ウニーダ、ス農協のあるイタブア県お

よびブラジルに近いイグアス市近郊周辺が主な牛乳

生産地域である。

これらの地域における地形の特徴は大きなILIは

なく，小さな丘陵とうねりを伴った広大な平原で、ある C

丘i凌地およびうねりの高い部分は耕地，丘陵の急傾斜

地や{民地および深い窪地は林地やj船出で家斎の放牧

地となっている。このcpで酪践は傾斜地の仁1"段に畜舎，
搾乳場ーがあり，急な伊l;i;;↓地や窪i也の林間および低i憶を

放牧i哉としている。搾乳場は古い木造のノj、患や倉庫を

改造したものが多く， nif< ， 71<回りも不十分で弘尿，

写真 1 lfel[iな地Jf;;の筏i也を平Ij)fJした滋淡

排水は該地の池やJ11に宣言れ流しである(写真1)。

ノj、表， トウモロコシな

の兼業で，作物の栽靖やサイ

レージの調製作業は男性，乳牛の管]現や搾乳作業を

主に女性や雇用人が担当する極めて特殊な兼業形

態となっている。この地域の離農の詳細iについては，

次項「ウニーダス農協傘下の酪農jの中で記述する。

3 ウニーダス農協傘下の酪農

パラグアイ共和国の農協は， 1994年に公平Iiされた

共同組合法と 1996年に公平fiされた火統領令による

施行規slIJの共剖組合制度によって運営されている。

ウニーダス農協は生泌総合(農協)として

位:，組合員数約 5，000名などパラグアイ最大で東部

にある位協の中核であり，日系生産殺も多数加入し

てし、る。

ウニーダス農協の事業は信用，購買，

-加工工場，技争|、J指導など、多義に渡っている(1羽

2)。このうち酪農関係の事業としては午ー乳の購入，

牛乳中の乳成分・品質検査，飲用正i二季L・ヨークツレトの

・加工，ミルカーなど、酪農機器や育成午の輸入

3、OOOP;

i忍2 コロニアス・ウニーダス淡協の事業
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|主13 コロニアス・ウニーダスj及協のf{{，渋

2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 
年次

表 l 搾!fLlJf!数と乳長の挽移

として人工J到弘治療，
ど多くの事業と

展開している(閲 3)。ウニーダスf主主lZtは 1998主ドに

牛乳処.flll.工場を建設，農家の牛乳を引き取り，飲用

牛乳の製造， 1999年頃からヨーグ、ルトの製造・販売を

開始した。この池設立の酪設はこの頃から大きく変革し

よって消費，あるし、は自

製チーズの製造に使用していた。オブリガード周波l

には現在も農協に加入しないで数顕の雑磁の乳守二を

飼育して宅配を続けている農家がある。

ウニーダス農協における牛乳の生産地点は3地域で，

オブリガード市周辺地域， 60~80km 程離れたマリア

シリアドール市，ナタリオ市地域および220kmと遠

く離れたブラジル;こ近いサンタリタ市地域と非常に

広範閣である。

で農協傘下の 168戸

して農協への牛乳出荷

赴任H~j，牛乳の

日註 35~40t で，これを牛乳処理

で、ある 70tまで僧やす計画と陣いて

2008 年~2009 年にかけ

4，000頭に増えた。これは牛乳の増産

を図るためにアルゼンチンから育成牛550頭を輸入

し，農家に販売したことによる。 2008年の臼牛乳入

44tで、原料手しの不足分は加の農協カミら購入

し， 2009 fJ三は日長 25t購入している。 2009年の後

半から 2010年に輸入育成牛の分娩が始まるので牛

手しの えると考えられる。

牛乳生産改善といってもその筋道は飼料，

管王宝技討すなど牛乳の蚤や質に影響する要因は多々

をめる考え
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でいた。しかし，赴任直後から各農家の牛乳品質検査

において牛乳中の細菌汚染が際題として浮かび上

がった。農協は乳成分，牛乳細菌汚染の惑い農家を適

宜巡@]L，その原因を究明し，その改善を指導するこ

とになり， 2年陪の赴任期開中 100戸の酪農家を巡

回した。牛乳締磁汚染は牛乳の味や風味などを損なう

ばかりでなく，乳房炎発症の原因となり乳量を梅端

に減少させることからそれらの農家の搾乳施設を

中心に調査し， {ガ:せて飼養管狸情況なども可能な限り

鵠べたc

①牛乳検査と牛乳価格の決定

ウニーダス農協が購入する牛乳の購入価格は図4の

ようになっている。 牛乳処理工場への集乳は近鉾で

は毎日，サンタリタtlli}或では地域のセンターから|碍g

に行われる。牛乳品質検交のためのサンプリングと

アルコール検査は万に2回，所定のおに全農家を対象

に行ってし、る。農家から採取した牛乳は牛乳処理工場

検査室で乳脂肪率，蛋白震の2成分と牛乳中の細菌数，

抗生物資の残留および加水の有無，いわゆる

る事項合厳密に分析する。この結来を基に各

農家の半月分の牛乳価絡を決定し，問時に乳成分や

品質に際題がある農家に対して警告が出され，技術

指導部門が巡@].指導をすることになる。

ウニーダス農協の価格決定は次のようになって

いる。 w基準価格十乳時肪率(基準値 3.6%) 十蛋
白率 (3.1%) 十細菌数 (60万1m!) ート抗生物質の

残認の有無十加水の有無Jの5項目，で乳脂崩率と
宣言自賀は基準値より高くなるに従って上乗せ価格

が増額し，逆の場合は減額する。細菌数は基準値よ

り数値が高くなるにしたがい減額値の絶対値も大

母時四叩四時即時一一

成分分続畿と長室

関4 手L~をの分析にきEづく手L依i と異常手しの警告三i

きくなる。抗生物資の残留と加水は混入が確認され

れば数値によって大幅に基準価格から減額させる。

乳価の基本となる基準価格はウニーダス農協が

牛乳の入荷量によって独自に決定し，季節によって

変動し，飼料が不足して乳量が低下する冬期に高く

なる指向がある。

農協の基準価格は lkg1， 500~1 ， 570グアラニー

(Gs) ，これに乳成分，品質の上粂せ分の増額と減

額が加わり優良農家の乳備はし 600~1 ， 630Gsなる。

しかし，牛乳中の締醤数による減額は大きいため

800Gsと燦備な乳仮になった農家もあった。加水に

よって減額される農家は数回見られたが，抗生物質

の残留では農協の指導が浸透しているためか問題

になったのは 1関根りで、あった。ちなみにウニーダ

ス農協で処理，JJD工後スーパーで、市販している牛乳

の値段はビニール袋パック 500gでし 680Gs，ヨー

グ、ルト 140gで 1，260Gsとなっている。単純に計算

して乳価の2倍で市販していることになる。日本円

毛主交 2 農協で製造の牛乳とヨーグ、ノレト

に換算(1 $ = 85 円=4， 750Gs ， 

1kg1，600Gsで)すると牛乳 1kg約 29円

で購入して60円で市飯している(写真2)。

…一人当たり国民所得が年 2，400$， 1臼

当たりの生活費は6.6$，561月，牛乳lkg

はその 11%，住民にとって牛乳はまだま

だ高し、食品と感じているのではないか。

牛乳処理工場は厳重に管理され，原料乳

の品質管理はもちろんのこと，製造され

た牛乳やヨーグルトの品質は検査室で

厳密に検査され，製品は毎8トラックで

賞者Eアスンシオンをはじめ，パラグアイ

全土に運搬，販売している。
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②経営規模と飼養形態

東部地域の麟農規模は搾乳牛が 5~6 頭程度 (20

米I誌を小規模， 20~40 頭を中規模， 40頭以上を大

規模とする)の刷、から 300頭前後を搾乳する大規模

もある。平均的には 20~25 頭で畑作兼業

農家が多い。この場合平坦な土地では畑作物やサイ

レージ照トウモロコシ栽培さと男性が行い，畑作物の

栽培が難しい額斜地を放牧地として乳牛を鶴育し，

主に女性が家資の管現をする経営形態となってい

る。酪農を営む農家はこの地域の中では畑作物の栽

培に適した土地の所有が少ない。このようなやで80

頭以上を搾乳する大規模農家は5戸あり，このうち

4戸は酪農芸卒業農家で所有する畑の全てにサイレー

ジ用のトウモロコシやソノレゴーを栽培している。

農家の住宅は傾斜地の上設からや段にあり，搾乳

場など酪農に関する施設は中段に設置している。

殻的に家潜在収容する高舎はなく，放牧中心で放牧

地は中段から下段に広がっている。家畜の錨場はほ

とんどの場合，放牧地の一角に木製，古タイヤなど

で餌槽を設費した簡単なものが多く，これにトウモ

ロコシサイレージをトレーラーで運び投入する。屋

根付きの専用給部場でサイレージや記合館料を給

鰐する農家は6戸あり，このうち 1戸は搾乳牛300

頭の大焼模専用農家でフリストール牛舎である。

糞尿の処理を行っている農家は皆無に近く，

尿および雑排水は全て低地の池や川に流入するが，

その一部でも利用しているのは平坦地に位置する

数戸の農家に過ぎない。フリストール牛舎の大焼模

農家では傾斜地に数個の池を掘り，一定期間貯めた

あと川に流している。今後家資の糞尿による河川へ

の汚染が問題となることは明白である。

③乳牛の種類と

牛群の構成はホルスタイン種だけの農家は増え

つつあるが，40頭規模の農家でもホルスタイン種を

主体にジャージ穏や雑穂が混じっている(写真 3)。

特定の農家や乳牛個体の乳量を掌握していないの

で正確な乳量は分からないが，ホルスタイン穏で平

均年乳量は 3，500~4， OOOkg稼度，雑穂にヨミつては

さらに低いと考えられる。しかし， 80頭以上の専業

農家はホノレスタイン穏のみ餅育し，平均 β

22~26kg となっている。人工授精の普及による品積

改良とアルゼンチンから優良な育成牛の導入を進め

ており，今後逐次牛群の泌乳能力は高まると考える。

写真3 乳牛の穏滋

④飼料

パラグアイでは小規摸の酪農家でもlOha前後の

土地を保有しており飼料生産や放牧池に向ける面積

としてはかなり余裕があるように見える。しかし，

その簡積の大部分は額斜地で放牧地として活沼する

だけの野京地で，肥料tik;(ii，税吏新，計密的な輪

換放牧を行っていないために牧養力は秘めて低い。

野京地で午の飼育を長年続けて来たためか，放牧地を

皮切り計磁的に輪換放牧を行い，良質粗鋼料の供給

の場として活用する考えを持った農家は少なく，実行

していたのは若い経営者がいたl戸に過ぎなかった。

搾乳牛 25頭以との多くの農家では小麦の収穫後

にトウモロコシを栽培し，これを 2~3 月頃にパン

カーサイロでサイレージとして調製し，冬期の飼料

としている(写真心。しかし，大部分の農家は大立

の栽培をf妥先的に確保するためか，冬の期間を賄うに

十分なサイレージj立を調製できないため粗飼料の

不足に陥いり乳母低下の大き となっている。
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大規模な専業農家でソノレゴー，エン麦を脊メIjりで

給餌することや，エン麦のサイレージの調製を考え

ている農家もあった。飼料作物の生育の託躍な夏期

に乾軍を調製し，給餌する農家はほとんど見られな

かった。乾主主を調製するための機械が高価で，

な収納する場所もないためと湾えられる。しかし，

ブラジノレに近いサンタリタ市で建設中の近代的な

磁設を持った農家ではコンパクトベーノレの乾草を

議製していた。今後，泌乳能力の高い乳牛が増加し，

生産量が高まるに従ってコンパクトベールの乾草

やローノレベールをラップしたサイレージなどが

徐々に普及してくると考えられる。

屋外の銅槽で~技館料を給額している場合，食いこ

ぼしによる無駄も多く，さらにみ]産牛と体の大きい

との混合放牧で初産牛が十分に摂取できない

もおきている。

15強以下の農家では土地が少なく飼料生産に向

ける余裕がないためか，トウモロコシサイレージを

調製している農家は少なく，冬期は放牧i也の野家が

主体で硬いサトウキピ茎，ギニアグラスなどを主lH断

し，搾乳Il寺に大豆殻，結実の悪し、トウモロコ

(芯付)の粉砕に農協で製造・販売している配合飼

料を少量混合して給餌している。

いずれにしても飼養街から乳牛をコントロール

乳成分の改善を限るといった発想は極め

て希薄である。特に小規模農家の場合，総飼料の量，

質とも不足し，配合飼料の給艇も十分ではなく蛍白

エネノレギーが恒常的に不足している。

このような中で搾乳牛 50頭以上の 2戸の農家で

糊熟期のトウモロコシ子実だけのサイレージを調

製し，購入配合銅料を機力少なくする中で平均乳母

を24kgili:く上げている。このうち 1戸は唯一の尽

ライ麦の乾主主コンパクトベールを調製

し，この乾草， トウモロコシサイレージ，子実サイ

レ…ジといくらかの購入配合飼料でコンブリート

フィードの給館体系を目指し，地域における

中肢として活躍している。

殖

とんど人工授精によって実施しているが，

一部の小規模農家では雑種の雄を搾乳牛と

放牧している。種付け業務は農家自身，あるし

の獣医師に依頼して行う。精液は販売会社があり

午の能力を記載した雑誌を元に注文するが，農協で

写真5 農協による人工J交抗議習会風食

表 2 とミノレカーの種類を示した。

100戸の中で8戸の農家が手搾りを行っていたが，

このうち 2戸は赴{壬期開中にミノレカーによるJ窄乳に
切り替えた。木製のスタンチョンストーノレに乳牛を

，パケットミルカ-2~3 台を用いて搾乳を行う

三ミ 2 搾乳施設とミノレカーの磁綴

ノえケットミノレカー 70 

パイプラインミルカ 2

8 

12 
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70戸と多く，パーラ一方式で、パケットミノレ

カーの農家は7戸であった。パイプラインミルカー

15戸，このうちスタンチョンストールは 2

パーラー方式は 13戸で，この方式を使う

30 i'iyj以上となっていた。搾乳された牛乳は

パノレククーラーで冷却するが，自前のパノレククーラー

を持たなし、小規模農家はフリーザー式の冷却l践で

いったん冷却し，搾乳終了後ノミ/レクを備えた近隣の

るいは地域の集乳所まで主主で運搬し，パルク

クーラーに投入する 6)。

写t~ 6 フリーザー式による冷却l

バルククーラーの普及憤況は正確に把慢できな

かったが，小型で 2001張度のバルククーラーはが

市販させておらず，使用しているものは 5001以と

で，多くは農協が貸与している。バルクを設置した

農家は近隣農家の牛乳を集め，共同で冷去[Jしている

ところもある 3

この地域の搾乳施設の大きな特徴は，倉庫やノト屋

として使っていたものを搾乳場に改修したものが

多く，板張りの壁や床で窓や器口部が少ないため

非常に措く，場月rrによっては狭院で水廻りも悪い。
また，待機場と搾乳場で大きな段差が生じ，搾乳場

への出入りに乳牛が難儀し，手しまi二が足を滑らすよう

な施設も多々あるc搾乳施設の良し悲しによって搾

乳作業の効率や作業者の労働強度，あるいは乳牛の

断?を傷つけるなど乳牛の健漆ま る。 従って

この問題はII に関する陪題点の中で

とりあげる。

搾乳作業は搾乳頭数誌の大小に関わらず女性が

主体に行い， 30頭士見焼以上になると住み込み，あるい

は臨時の労働者宏雇用して行っている。離農家;土地域

の数少ない腹fIlの場でもある。搾乳作業はE室内の軽作

業で力が余りくともできると考えているためか女

性が受け持ち，機械操作や力のいる屋外の仕事は男性

と作業分担する形になっている。しかし，

，中腰での作業が多く，パケットミルカー

て、は牛乳の入った乳缶の移動などきつい労働も多く，

決して経作業ではない。また，女性の場合，ミルカー

の原理や適正な使い方を限解し，

対する素早し、対応に難点があるc農協の講習会や技術

く，知識や技術を吸収しよ

うとしているが，災;[擦の作業に結びつかず応用ノ¥まで

技僚や改詩指示が行き渡っていないのが現状である。

現にミルカー取り扱いの不適によって牛乳の締菌汚

|き起こし，乳房炎の原因となり深刻な損苦:が生

じている。この実態ついてもH項で詳しく取り上げる。
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